
項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価Ⅰ　大学の教育・研究・診療等の質の向上に関する目標を達成するための措置１　教育に関する目標を達成するための措置目標評定 ⅢⅢⅢⅢ

※入学者数について　（例）H22の値はH21年度試験実施、H22年度入学をいう。

「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる。」
・県の中核病院であるとの自覚を熟成させ、質の高い医師・看護職者を養成し、地域医療の質の向上に寄与する。・地域枠の設定等により、県の医療に貢献できる優秀な人材を確保する。・大学院課程では、医学・看護学をはじめ広く医療に関連した分野にも門戸を開き、社会人はもとより幅広く人材を求め、基礎的研究や応用的研究を推進できる環境を構築する。

医学科入学定員の推移 113
0 0 33

1051009595
2015020406080100120

H18 H19 H20 H21 H22
（人） 入学定員地域枠・緊急枠（内数）

合格者に占める県内出身者率
33.3% 42.5%45.0% 50.0% 62.5%

26.0%25.3%
63.8%

0%10%20%30%40%50%60%70%
H19 H20 H21 H22

医学科看護学科
修士課程の入学者数

01234
5678

H19 H20 H21 H22
（人） 定員５名
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２１５４
１５１６２７４３５１５２５３７２７８
２６９７０８６５９７１０３

注目される取組（○）○医学者及び医師となるために、必要な知識・技能・態度の修得及び人間形成の確立を目指した６年一貫教育プログラム「ＭＤプログラム奈良2006」に基づき、引き続き体系的教育に取り組んでいる。　平成２１年度は、第３学年前期に自由選択科目「地域基盤型学習」を配置し、地域基盤型医療教育カリキュラムを実施している。○医学科・看護学科の学生が一緒に医療倫理についてグループ学習を行える学習環境を作るため、医学科第４学年に設定した「実践的医療倫理」のグループ学習において、医学科・看護学科共同での演習を実施している。　○看護学科の新カリキュラムの実習が開始される平成２３年度に向けて必要事項(施設・設備、教育スタッフ等)を検討し、取りまとめるとともに、演習室の確保を中心とする看護校舎の改修に着手している。○医学研究科修士課程においては、平成２１年度に引き続き、平成２２年度入学者についても定員(５名)以上の入学者(７名)を確保している。○地域医療を担う優秀な人材確保を図るため、オープンキャンパス参加者に対して、模擬講義を実施するなど充実を図るとともに、医学科において、地域枠２０名、緊急医師確保枠１３名を設定し、公立医科大学最多の１１３名の入学者数を確保している。○新たにドイツ・ルール大学と学生交流協定の締結を決定し、両国学生が単位互換により単位取得できることとし、外国の協定大学からの学生にもゲストハウスを利用可能とするなど、外国の大学との連携に取り組んでいる。○早稲田大学のオープンキャンパスへの参加や総合的医療人を育てる学問体系の構築を目指して、意見交換会を実施し、今後も連携事業に取り組むこととするなど、早稲田大学との交流を積極的に進めている。
今後取り組むべき課題（●）●英会話能力の向上のため開講している英会話ラウンジなどの内容改善に取り組むこととしていたが、検討にとどまっているため、改善への取組を進めるべきである。●同志社女子大学との学術交流に関する包括協定に基づき、単位互換の実施を検討しているが、実現に至っていない。可能な方策を検討し実現に向けた取組が必要である。●看護学科においては、教育の成果・効果の検証を継続的に実施することとしているが、検討中であるため、実施に向けた取組が必要である。●看護実践に関する研究及び看護実践者のキャリアアップの研修を行うための看護実践研究センターの設立については、検討にとどまっており、方向性を示し計画的に取り組むべきである。●優れた教育を実践する若手教員の表彰制度についての検討を翌年度以降に先延ばししているが、若手教員の指導に向け、積極的に具体的取組を進めるべきである。
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Ⅰ　大学の教育・研究・診療等の質の向上に関する目標を達成するための措置２　研究に関する目標を達成するための措置目標評定 ⅢⅢⅢⅢ

１１４１３１１４８１２７１４６１４９
１５０

・独創性豊かでレベルの高い研究に取り組み、｢ナンバーワン｣分野を持った特色ある大学を目指す。・共同研究、産学官連携を積極的に推進する。「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる。」

今後取り組むべき課題（●）●奈良の薬や医学の歴史に関して発信する内容や方法を検討することとしているが、検討にとどまっている。可能な方策を検討し早急に着手するべきである。

注目される取組（○）○産学連携として、住居医学研究会を定期的に開催（原則毎月１回、計１０回開催）し、共同研究成果を発表している。○科学研究費補助金の応募前に説明会を開催するなど、競争的研究経費の獲得に取り組んでいる。（開催回数　H20：1回→H21：2回　、出席者　H20：79人→H21：121人）○平成２１年４月に寄附講座「血栓制御医学講座」を新設し、また、「寄附講座設置・管理等に関する基本方針」を策定するなど寄附講座の招致が着実に行われている。○大学知的財産アドバイザーの派遣を受けて、利益相反に関する諸規程等を整備し、それらの内容について周知するための説明会を開催するなど、学内における知的財産に関する知識・関心を高め、産学官連携を推進するための基盤整備を行っている。

外部資金の獲得金額
186 221 191 173230 321 307 303

0100200300400500600
H18 H19 H20 H21

（百万円） 受託研究等科研費科学研究費補助金採択率（新規＋継続）
35.3%38.6% 38.4% 40.3%40.4% 41.9% 39.9%39.6%

32%34%36%38%40%42%44%
H18 H19 H20 H21

全国奈良医大
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Ⅰ　大学の教育・研究・診療等の質の向上に関する目標を達成するための措置３　診療に関する目標を達成するための措置目標評定 ⅣⅣⅣⅣ

１５４１６５１５８１７１１７４
１１８１７８

・患者に信頼される良質で安全な医療の提供、特定機能病院として、高度先進的、総合的な医療の開発・提供をする。・奈良県の中核病院として、地域医療機関との連携を強化する。「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。」

今後取り組むべき課題（●）●医療情報の連携については、放射線画像連携ネットワークに関して近隣病院との検討などの努力はしているものの、引き続き、県と法人が協議しながら、奈良メディカルネットワーク及び大和路医療情報ネットワークの構築に取り組むべきであり、中心機関としての役割を果たすことを期待する。

注目される取組（○）○公開講座(年２回)や患者等を対象とした教育講座(腎臓病教室、糖尿病教室、リウマチ教室)を開催するなど、健康管理情報を発信している。○総合周産期母子医療センターのNICU稼働病床を３床増床するとともに、総合周産期母子医療センター、バースセンター、手術室等の機能を有する新棟の基本設計に着手している。○医療の質の向上、安全な医療の提供のため、病院内のリスク情報の把握に努め、分析・対策検討チーム会等で防止策を議論検討するとともに、院内に周知するなど、計画→実行→検証→改善の一連の過程で、継続的に見直し医療安全管理体制の充実に取り組んでいる。○臨床研修医や医員が研修に専念できるように平成２１年４月から研修センターに事務職員を１名増員、臨床研修医の休憩室を整備するなど研修環境を改善している。○高度な専門的知識と能力を修得させるため、認定看護師教育課程受講に係る経費及び旅費について、１人１００万円を上限に補助し、６人の看護師が受講し、また、各種学会・研修会に派遣をしている。

資格取得者数
5 7 7 9 14

21
7,3635,7954,4583,3832,486 4514523042401860246

810121416
H18 H19 H20 H21 H22 01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,000認定看護師（奈良医大）専門看護師（奈良医大）認定看護師（全国）専門看護師（全国）※各年度　7月1日現在周産期センター患者数と            分娩件数

6,702 7,313 7,7707,259 1,5221,007768761
823
195
628723679529 191196169 53248336001,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,000

H18 H19 H20 H21

NICU, MFICU
0100200300400500600700800900分娩件数NICUMFICU (PICU)分娩件数正常分娩異常分娩・帝王切開 （件）（人） （人）
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Ⅰ　大学の教育・研究・診療等の質の向上に関する目標を達成するための措置４　社会との連携、国際交流等に関する目標を達成するための措置目標評定 ⅢⅢⅢⅢ

１８６１９２

・地域、社会への健康啓発活動や生涯教育を推進する。・世界を視野に入れた教育、国際的貢献を行うため、外国の大学等との交流・連携等を推進する。 「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる。」

今後取り組むべき課題（●）●地域住民や医療者の健康教育の推進のため、公開講座や生涯教育等の内容・情報などの積極的な情報発信を確実に進めるべきである。●教員について、サバティカル制度などの研究のための長期研修制度の導入に関しては、検討にとどまっており、次の段階へ進めることが必要である。　※サバティカル制度 　専門分野に関する能力向上のため、自主的調査研究に専念する期間を設ける制度

公開講座の参加者数
1,200 1,450 1,400 1,100

02004006008001,0001,2001,4001,600

H18 H19 H20 H21

（人） 国際交流実績

3 3 3 13 3 54 6 6 2
10

4 4 4
8

024
681012

H18 H19 H20 H21

（人） 研究者招へい研究者派遣留学生受入留学生派遣
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Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置　【１運営体制の改善　２組織の見直し　３人事の適正化　４事務等の効率化・合理化】目標評定 ⅢⅢⅢⅢ

※各年度４月1日現在 ※（例）H22はH21年度卒業、H22年度就職をいう。※H19はH16.4に４年制看護学科を開設したため、看護師の卒業生がいない １９９
２０５２１５２２５２２７２３０２４６
２２１

・理事長のリーダーシップのもと、機動的で責任ある運営体制を構築する。・附属病院の業務運営や経営の健全化を一層推進させるための体制を構築する。・高い専門性を有した職員の育成・確保と適正で計画的な人員管理を行う。「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる。」

今後取り組むべき課題（●）●一定の成果を挙げた教員などの労働意欲を高めるための方策として、再任評価対象者への学長面談を行っているが、更に、サバティカル制度を導入するなど、インセンティブが働くような制度づくりに向け、確実に進めるべきである。

注目される取組（○）○病院経営・運営会議、病院運営協議会、医局長会議等を通じて、諸課題に迅速に対応するなど、病院長を中心とした病院経営の改善を推進する体制整備に取り組んでいる。　　対応した諸課題 ： 医局長会議構成メンバーの充実等、緩和ケア外来の実施　　　　　　　　　　　防災必携カードの作成、新型インフルエンザ対応　　　　　　　　　　　稼働病床数の復元　　　　等○教育・研究・診療の各組織のあり方を検討し、弾力的な運営形態を目指すため、病院教授制度の平成２２年度からの導入を決定している。　　※病院教授制度　　臨床面で優れた業績のある教員を病院教授として位置づける制度○診療報酬請求の精度向上を目指し、専門知識を有する職員を登用するとともに、民間病院からの指導者による指導を実施している。○看護師採用方策を充実させ、看護師宿舎としてワンルームマンションを確保するなど、看護師確保に取り組み、平成２２年４月に１０６名の看護師を新規採用し、看護師の実質配置基準「７対１」を導入することは評価する。しかし、数値目標として設定している看護学科卒業生の附属病院への就職率が目標を下回っていることについては、目標達成に向け、さらなる努力をされたい。

看護職員数
657 654 666 746 821

500550600650700750800850
H18 H19 H20 H21 H22

（人） 看護学科卒業生の附属病院への就職率
28.6% 0.0% 13.8%

46.0% 39.5%
0%10%20%30%40%50%

H18 H19 H20 H21 H22
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Ⅲ　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置【１外部研究資金その他自己収入の増加　２経費の抑制　３資産の運用管理の改善】目標評定 ⅢⅢⅢⅢ

・附属病院の業務運営や経営の改善の一層の推進による収入の確保と経費の削減・競争的外部資金等の獲得や人件費、管理経費の抑制「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる。」

医薬品・診療材料比率46.3% 46.0% 45.6% 45.3%32.4% 33.0% 32.3% 33.0%13.9% 13.0% 13.3% 12.3%7.5% 7.6% 7.4% 7.5%0%5%10%15%20%25%30%35%40%45%50%

H18 H19 H20 H21

医薬材料費比率うち医薬品費比率うち診療材料費比率院外処方箋比率 【中期計画の目標値】医薬・診療材料費比率41％を目指す。H21実績45.3％

病床稼働率と平均在院日数
18.2 16.6 15.5 15.485.2% 82.7%77.0%90.2%

70%75%80%85%90%95%
H18 H19 H20 H21 1414.51515.51616.51717.51818.5（日）平均在院日数病床稼働率（対定床） 【中期計画の目標値】病床稼働率93％平均在院日数15日を目指す。H21実績 82.7％、15.4日

科学研究費補助金
186 173191221 125 11611396

100120140160180200220240
H18 H19 H20 H21

(百万円）
5060708090100110120130（件）採択金額（百万円）採択件数（件）

【中期計画の目標値】採択件数・採択額ともに法人化前に比べて20％の増加を目指す。H21実績 20.8％増加（件数）　　　　　　5.5％減少（額）入院・外来　患者数747.9 740.6 738.6 763.9
297.4 283.9 260.5 280.6450.5 456.7 478.1 483.3200300400500

600700800
H18 H19 H20 H21

（千人） 患者数うち入院患者数うち外来患者数
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※各年度５月１日現在 ２４２
２４３
２４４２４７２６３
２５８２６２今後取り組むべき課題（●）●購入品目の見直し、ＳＰＤの導入、積極的な価格交渉等、経費抑制に向けた努力は評価する。（診療材料費　約３％削減、薬品費　約１．２％削減）一方、外来患者や手術件数の増加など収入増に取り組んでいるため、医薬・診療材料費比率は、計画の４３％に対し、４５．３％である。計画の目標数値達成に向けた取組が求められる。※ＳＰＤ（＝Supply Processing Distribution)　物品の供給、在庫、加工などの物流管理を中央化および外注化することにより、診療現場の物品を柔軟かつ円滑に管理しようとする方法のこと。

注目される取組（○）○肺がん地域連携クリニカルパスの導入や脳卒中地域連携クリニカルパスの運用拡大（連携医療機関：４機関→７機関）など充実に取り組み、計画的な診療を実施している。※クリニカルパス　 特定の疾患について、入院から退院までの治療や看護の手順を標準化し、診療の効率化や均質化、コストの削減を図る手法○地域医療連携を推進するための体制の確立に向け、次の取組を行っている。　　・地域看護専門看護師の配置　　・初診紹介患者診療の診療科で運用を開始している。　　・予約診療システム利用の啓発活動を行い、予約取得率は５４％である。　　・入院患者の退院支援を促進している。（H20：131件→H21：292件）○看護部による日々のベッド稼働状況の把握やベッドコントロールの徹底に係る手法等を検討し、管理方法を決定するとともに、看護師の充足・習熟度を踏まえ、段階的に稼働病床を増大するなど、病院収入の確保に努めている。（H21 ４月：775床→９月：869床）○医療機器の購入については、必要性や採算性を検証し、平成22年～24年に整備が必要な備品については整備計画、5,000千円以上の機器の導入については導入計画書を作成している。

正規職員人件費（退職手当除く）
9,896 10,027 10,381

8,0008,5009,0009,50010,00010,50011,000

H19 H20 H21

（百万円）
職員数

227 232 231108 117 113656 657 747137 139 143153 162 154
02004006008001000120014001600

H19 H20 H21

（人） その他（事務・技能員）技術職員（病院）看護職員教員（基礎・一般）教員（臨床・病院）
【中期計画の目標値】正規の教員及び職員の人件費（退職手当を除く）の5％の削減を目指す。H21実績 4.9％増加
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Ⅳ　自己点検・評価及び当該状況に係る情報提供に関する目標を達成するための措置【１評価の充実　２情報公開等の推進】　目標評定 ⅢⅢⅢⅢ

Ⅴ　施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置目標評定 ⅣⅣⅣⅣ

２８３
Ⅵ　安全管理等に関する目標を達成するための措置目標評定 ⅣⅣⅣⅣ

・天災等不測の事態において、地域社会に貢献できる危機管理体制を整備・充実する。・良好な修学、療養環境づくりに努める。「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。」

・自己点検、評価を実施し、大学運営の改善等に活用し、継続的な質的向上の促進を図る。・教育、研究、診療活動や業務運営に関して積極的に情報を発信する。「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる。」
長期的な展望のもとに整備計画を策定し、計画的な改修、改築等の整備に向けた取り組みを推進する。 「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。」注目される取組（○）○今後の施設整備の方向について、中期計画推進委員会において、計画案を検討している。
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